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　　1.目的・概要

　　　　　オール電化住宅の普及により、ヒートポンプ式電気給湯機の工事が増えてきているなかで、

　　　　　認識不足による不具合を防止するには施工前に採用メーカーの施工上の注意点を確認する

　　　　　必要がある。以下に、三菱電機㈱の施工要領及び施工ポイントを紹介する。

           なお、本資料は据付工事に必要な情報を一部抜粋しているため、詳細は必ず、メーカーの据え付け

　　　　　工事説明書をご確認してください。

　　2.標準配管例（追いだきフルオートの場合）
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　　4.機器の据付制約

　　　　ヒートポンプユニットの設置は、空調機の室外機同様に各壁面からの離隔距離が必用となる。

　　　　風通しが悪く、ショートサイクルがおきやすい場合は、加熱能力及び消費電力が

　　　　設置の基準を下記に示す。10％程度悪化する場合がある。

　　（1）ヒートポンプユニット

　　（2）ヒートポンプユニットと貯湯タンク

　　5.樹脂管使用時の施工要領

　　6.問い合わせ先　　三菱電機住環境システムズ㈱　東京支社　電話　03-3847-4162
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